
子母口貝塚（川崎市）
 し　ぼ　く　ち

ここは子母口公園



　説明板が立っている/ここに多摩丘陵にある貝塚の中では、最も古い貝塚である子母口貝塚があった



子母口貝塚は、多摩川の沖積地を望む台地上に位置している/この貝塚遺跡は、縄文時代早期の子母口式土器を出土した
標式遺跡として、考古学史上広く周知されている/当時の海岸線は、縄文海進の影響を受けて貝塚の位置する台地下、約1km
ぐらいにまで迫っていた



子母口貝塚は、標高26メートル前後をはかる台地の縁辺に五地点（A～E地点）に分かれて散在する、いわゆる地点貝塚で
あることが明らかになった（その後、E地点は明治時代にA地点から建物の基礎材として運ばれた2次堆積貝塚であることが
確認されたので、現在では実数四箇所からなる地点貝塚として把握されている）



この公園は第一貝塚/この右手前方にも説明板が立っていた





別の角度から公園を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/Fj3DCJmXH8s


参考ホームページ

http://www.city.kawasaki.jp/880/page/0000000999.html

http://massneko.hatenablog.com/entry/2016/06/24/183000

https://soubouwalk.exblog.jp/4557247/
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